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校長  引 地 宙 志  
 

 小学生の頃はよく「ギャングエイジ」と呼ばれ、勉強よりも友達と何して遊ぶかが重要で男子

は秘密基地ごっこ、女子はおしゃれのことばかり考える時期でもあります。 

私の小学校生活の時もそうで、私のいた学級では、いたずらも頻繁にあったり、教室で遊んで

いて物もよく壊れたりしました。（そのたびに先生に怒られました。） 

 次の学年の始業式の日、担任の先生が、黒板に大きく「学校は勉強をするところだ」 と書き

ました。そして、学級のみんなに「学校は勉強するところだ。そうするためにはどうしたらよい

だろう。」と質問してきました。「授業中おしゃべりしない」「勉強に関係のないものを持って

こない」等のきまり、「みんながなかよくなればよい」「いじわるをなくす」等の友達関係、

「授業に集中するために休み時間はしっかり遊ぶ」「授業はチャイムで始まりチャイムで終わ

る」等の１日の日課のこと、その他たくさんのことが出てきました。今思えば、学級全員が今の

ままじゃだめだ。もっと大人になりたいと心の奥底で思っていたのです。担任の先生は、みんな

からの意見を大きく４つにまとめました。 

○授業中は、話している人の話をしっかり聞く。 

○勉強に関係のないものを持ってこない。バッジとかつけてこない。 

  （当時「スマイルバッジ」が流行って、みんないろいろなバッジをつけてきた。） 

○健康が大事。自分や友達の心や身体を傷つけない。 

   （暴力とかはもちろん、自分の健康を害することはしない。） 

○チャイムをしっかり守る。（時間を守る。） 

 そして、先生は一言「私も守るからみんなで守ろう。」と話しました。 

 最初の１週間は、とてもつらかったのを覚えています。でも、チャイムがなったら先生は絶対

に授業を止める、子どもの話をしっかり聞く等、先生が一生懸命約束を守る姿を見せてくれたの

でみんな守ろうと頑張りました。 

 しばらくすると、勉強がおもしろいと思うようになりました。また、「プレゼント交換」（友

情の証とか言って流行っていた。大事なものまで交換して問題になっていた。）がなくなったり、

あらい言葉づかいで有名なＫくんが、生まれ変わったように礼儀正しい子になったり、参観日に

来た母も「本当にみんな変わったね。」というほどみんな成長しました。 

  あれから、５０年がたちます。今振り返って見て、先生が現状を子どもたちに振り返らせ、子ども

たち自身が考えたのが良かったと思います。また、小学校を卒業し、自分が学校の先生になった今

でも、この４つの約束は、学校生活にとって大切なものだと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

１ 木 全校朝会 ALT がっちりタイム 

３ 日 ノーゲームデー 

４ 月 がっちりタイム 

５ 火 ５時間授業 ALT フッ化物洗口 

６ 水 ６年生を送る会 

７ 木 ５時間授業 

８ 金 ALT 読み聞かせ（６年） がっちりタイム 

12 火 ALT フッ化物洗口 式場設営 

13 水 卒業式総練習 

14 木 読み聞かせ（5年） 同窓会入会式（６年） 

15 金 卒業証書授与式 

17 日 ノーゲームデー 

18 月 卒業式後片付け がっちりタイム 

19 火 フッ化物洗口 

20 水 春分の日 

22 金 修了式・離任式 

 

【３月 の行 事 予 定 】 

３月１５日の卒業式は、在校生全員が出

席して行います。全学年、登校時刻は 9:00

～9:10、下校時刻は 11:40となります。 

【学年末・始休業】 
 ３月２３日（土）～４月７日（日） 
【令和６年度 始業式・入学式】 
 ４月８日（月） 

 

２月２日（金）、新１年生の１日入学を行

いました。保護者の方が説明を受けている

間、新１年生のお世話を１年生と５年生が担

当しました。今度は自分たちがお兄さん、お

姉さんになるんだと張り切っていた1年生。

実際の対応場面で優しく相手をすることが

できたそうです。５年生は小学校最高学年に

なるという自覚の元、ゴムで飛ぶ紙コップロ

ケットの工作の仕方などを丁寧に説明した

り、制作の手助けをしたりしていました。来

年度の入学予定は１４人。４月が楽しみで

す。 

 
 

１月３０日（火）本部町の子どもたちが本校を訪れ、５年

生と交流会を行いました。 

交流会では、歓迎の意を込めて５年生から器楽合奏と合

唱を披露しました。本部町の子どもたちからは、空手や沖

縄舞踊、エイサーなどの伝統芸能が披露されました。また、

その後には、沖縄県や本部町に関する三択クイズもあり、

改めて文化や歴史の違いを感じ取ることができました。 

体育館での交流の後は、外で活動をしました。本部町の

ほとんどの子は、雪を見るのは今回が初めてで、チューブ

滑りや雪だるま制作、雪合戦に興味津々でした。南富良野

の子どもたちは雪のベテラン。チューブの乗り方や遠くま

で滑る方法、どうすれば雪が大きくなるのか、雪玉の投げ

方などを楽しそうに伝授していました。 

その後は合同給食。短い時間でしたが、楽しく過ごすこ

とができました。

２月２０日（火）、２１日（水）の参観日には、たくさん

の保護者の皆様にご参観いただきありがとうございまし

た。今年度最後の参観日ということで、お子さんたちの様子

はいかがだったでしょうか？ 

４月６日（木）から始まった今年度。長いコロナ禍が明

け、少しずつ以前と同じような活動ができるようになった

り、新しい価値観と共に活動が変化したりする面もありま

した。それでも、子どもたちが学んでいくことに変わりはな

く、学年に応じ、たくさんのことを学んだ一年だったと思い

ます。姿の成長とともに、中身の変化も感じ取っていただけ

たなら幸いです。 

今年度も残り１カ月。しっかりまとめをして次の年度に

つなげられるよう頑張ってまいります。 


